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「
環
境
に
っ
こ
う
」を

発
行
す
る
に
あ
た
っ
て

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器

補
助
制
度

　

今
世
紀
は
、
環
境
の
世
紀
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
環
境
問
題
は
、
地
球
温
暖
化
か

ら
身
近
な
ご
み
ま
で
、
幅
広
い
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
当
市
は
、
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
湿
地
「
奥
日
光
の
湿
原
」

な
ど
世
界
有
数
の
自
然
資
源
を
有
す
る
地

域
で
あ
り
、
未
来
の
子
供
た
ち
へ
こ
の
環

境
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「
環
境
に
っ

こ
う
」
を
４
半
期
ご
と
に
発
行
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
環
境
情
報
に
つ
い
て
共
有
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
日
光
の

自
然
を
、
そ
し
て
こ
の
環
境
を
心
で
感
じ

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
・
協
働

の
中
で
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

にっこうの環境
華厳の滝

ご
存
じ
で
す
か
？

環
境
に
優
し
い
市
の

助
成
制
度

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
！

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
中
で
、
大
き
な

割
合
を
占
め
る
の
が
生
ご
み
で
す
。
生
ご

み
は
水
分
を
多
く
含
み
ま
す
が
、
処
理
機

を
使
う
こ
と
で
、
堆
肥
に
し
た
り
、
よ
り

減
量
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す

る
た
め
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
の
設

置
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

処
理
機
器
を
購
入
す
る
前
に
、
次
の
書

類
を
環
境
課
へ
提
出
①
申
請
書
②
市
税
及

び
公
共
料
金
の
納
付
状
況
に
関
す
る
調
査

同
意
書
③
処
理
機
器
の
概
要
を
示
し
た
説

明
書
ま
た
は
仕
様
書
（
カ
タ
ロ
グ
）
④
購

入
予
定
の
販
売
店
に
よ
る
購
入
費
見
積
書

※

申
請
書
類
は
、
環
境
課
・
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
・
各
支
所
・
出
張
所
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

資
源
物
の
回
収
に
協
力
し
た
団
体
に
対

し
、
報
奨
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
報

奨
金
の
額
は
、
回
収
し
た
資
源
物
の
重
量

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
６
円
で
す
（
１
団

体
に
つ
き
、
年
度
内
限
度
額
は
８
万
円
）。

※

　

資
源
物
回
収
団
体
届
出
が
必
要
で
す
。

※

　

育
成
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
自
治
会
等
各
種

団
体
が
ご
利
用
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法

廃
品
回
収
団
体
に
報
奨
金
を
交
付

日
光
市
資
源
物
回
収
報
奨
金

対象機器 補助率及び
補助金限度額

家庭用生ごみ処理機

（機械式処理機）

購入費の２分の１

限度額30,000円

コンポスト容器
購入費の２分の１

限度額3,000円
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■
県
の
融
資
制
度

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
必
要
な

資
金
を
限
度
額
２
０
０
万
円
（
年
利
１
．

７
％
）
で
融
資
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は

栃
木
県
地
球
温
暖
化
対
策
課　

電
話
番
号
：
０
２
８（
６
２
３
）３
２
６
２

　

昨
今
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
み
が
企

業
活
動
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

環
境
を
取
り
巻
く
状
況
も
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
事
業
所
に

と
っ
て
役
立
つ
環
境
情
報
を
整
理
し
て
お

届
け
す
る
環
境
メ
ー
ル
発
信
事
業
を
開
始

し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
国
・
県
・
市
な

ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
発
信
さ
れ
る
環

境
に
関
す
る
情
報
や
、
環
境
機
関
紙
で
あ

る
「
環
境
に
っ
こ
う
」
を
、
事
業
所
の
皆

さ
ん
に
メ
ー
ル
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
環
境
メ
ー
ル
発
信
事
業
に
登
録
を
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太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
電
池
を
利
用
し
、

太
陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
に
変
換
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
に
、
設
置
費

用
の
一
部
（
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
り
２
万
円

で
限
度
額
は
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

以
下
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
①
自

ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
、
ま
た
は
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
完
了
し
て
い
る

市
内
の
住
宅
を
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
購

入
す
る
②
市
税
及
び
公
共
料
金
を
完
納
し

て
い
る
③
平
成
22
年
２
月
28
日
ま
で
に
、

す
べ
て
の
工
事
及
び
市
へ
の
諸
手
続
き
が

完
了
で
き
る

補
助
対
象
事
業

①
低
圧
配
電
線
及
び
逆
潮
流
あ
り
で
連
結

を
す
る
も
の
②
未
使
用
の
も
の
③
電
力
会

社
と
電
灯
契
約
及
び
余
剰
電
力
の
販
売
契

約
を
締
結
で
き
る
も
の

〈
申
請
方
法
〉

　

申
請
書
は
環
境
課
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
国
の
補
助
制
度

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る

方
に
、
設
置
費
用
の
一
部
（
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
７
万
円
で
最
大
70
万
円
）
を
補

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

く
わ
し
く
は

（
財
）
栃
木
県
環
境
技
術
協
会
（
栃
木
県

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）

電
話
番
号
：
０
２
８（
６
７
３
）９
１
０
１

希
望
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

〈
登
録
方
法
〉

　

件
名
を
「
新
規
登
録
」、
本
文
に
会
社

名
・
ご
担
当
者
所
属
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入
の
上
、

kankyounikko

＠city.nikko.lg.jp

ま
で

メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
１
）２
０
８
９
で

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
実
践
し
て
い
る
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
こ
と
で
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
エ

コ
の
智
恵
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
さ
な
こ
と
で
も
皆
さ
ん
で
取
り
組
め

ば
、
多
く
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減

で
き
ま
す
。

　

募
集
し
た
ア
イ
デ
ア
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〈
登
録
方
法
〉

　

ア
イ
デ
ア
を
明
記
し
、
環
境
課
へ
持
参
、

ま
た
は
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
E
メ
ー
ル
で
送

付
。

募
集
し
て
い
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
制
度

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

事
業
所
向
け
環
境
メ
ー
ル
発
信

事
業
の
登
録
に
つ
い
て

環
境
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
！

エ
コ
ア
イ
デ
ア
の
募
集

み
ん
な
で
エ
コ
を
考
え
よ
う
！

「
異
常
水
質
」と
は
、



　

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、

個
人
や
学
校
・
事
業
者
な
ど
が
、
身
近
な

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
め
る
、

”と
ち
ぎ
発
“
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
ア
ク
シ

ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
の
べ
一
三
万
四
〇
一

六
人
が
参
加
し
、
推
計
で
六
二
五
七
・
七

ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
（
東
京
ド
ー
ム
約
２

６
８
個
分
の
面
積
の
杉
が
一
年
間
に
吸
収

す
る
量
に
相
当
）
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
方
法
は
、
「
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー

ト
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
省
資
源
・
省
エ

ネ
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
そ
の
活
動

を
県
に
報
告
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
協
力
店
で

割
引
・
特
典
が
受
け
ら
れ
る
「
ア
ク
シ
ョ

ン
参
加
証
」
が
交
付
さ
れ
る
な
ど
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
身
近
な
こ
と
か
ら
二
酸
化

炭
素
削
減
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

く
わ
し
く
は

栃
木
県
地
球
温
暖
化
対
策
課　

電
話
番
号
：
０
２
８（
６
２
３
）３
２
６
２
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”と
ち
ぎ
発“
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

ア
ク
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

河川などの
異常水質の発生防止に
ご協力ください

　

油
や
薬
品
な
ど
が
河
川
や
湖
な
ど
へ
流
出

し
て
し
ま
っ
た
り
、
水
質
の
異
常
に
よ
っ
て

魚
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
事
故
の
こ
と

で
す
。
平
成
20
年
度
は
、
市
内
で
19
件
の
異

常
水
質
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

原
因
と
し
て
は
、
油
類
の
不
適
切
な
管
理

な
ど
の
人
為
的
な
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

河
川
の
水
は
、
水
道
水
や
工
業
用
水
、
農
業

用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ひ
と

た
び
異
常
水
質
が
発
生
す
る
と
、
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
異
常
水
質
の
発
生
防
止
や
発
見
時

の
通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
異
常
水

「
異
常
水
質
」
質
」と
は
、

と
は
、

CO2削減／ライトダウンキャンペーン
“あかりを消して大切なものをみつけよう”

 環境省では2003年より地球温暖化防止のためにライトアップ施設の消灯を呼びかける「CO2削減
／ライトダウンキャンペーン」を行ってきました。
　これは、ライトアップに慣れた日常生活の中、電気を消すことでいかに照明を使用しているか
を実感し、地球温暖化問題について考えていただくこと
を目的としたキャンペーンです。
　日光市内では、昨年（2008年）13事業所がライトダウ
ンキャンペーンに参加しました。
　特に、７月７日（クールアース・デー）の夜８時から
10時までの2時間程度、全国のライトアップ施設や各家庭
のあかりを一斉に消灯する「ライトダウン」にご参加く
ださい。
◆ 詳細、参加登録などはホームページをご覧ください。
（http://coolearthday.jp） 例えば家族で星空をみる、ラジオを聴いてみる…

身近なことから始めてみませんか？
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新
聞
、
雑
誌
、
菓
子
箱
、
封
筒
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ…

。
私
た
ち
は
日
常
、
実
に

多
く
の
紙
製
品
に
接
し
て
い
ま
す
。
紙
は

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
素
材
で
あ
り
、

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
再
生
さ
れ
て

い
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生
で
す
。
私
た

ち
一
人
一
人
の
心
が
け
で
、
紙
は
資
源
に

変
わ
り
ま
す
。
新
聞
は
定
期
的
に
古
紙
と

し
て
出
し
て
い
て
も
、
菓
子
箱
や
包
装
紙

な
ど
は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
、

と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

○
ご
み
も
分
け
れ
ば
資
源

　

限
り
あ
る
資
源
を
守
る
た
め
に
、
ま
ず
、

「
ご
み
も
分
け
れ
ば
資
源
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
分
別
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
次
に
、
「
き
ち
ん
と
分
け
る
」
と

い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
せ
っ
か
く
分
別

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
も
、
間
違
っ
た
分

け
方
で
は
資
源
と
し
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
紙
を
４
種
類
に
分
け
て

　

市
で
は
、

①　

新
聞
（
チ
ラ
シ
を
含
む
）

②　

段
ボ
ー
ル

③　

牛
乳
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
紙
パ
ッ
ク

④　

古
本
・
雑
誌
、
菓
子
箱
、
靴
箱
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
、
包
装
紙
な
ど

の
紙
製
容
器
包
装

を
古
紙
と
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
し
、

資
源
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
紙
は
、

番
号
ご
と
に
分
け
て
ひ
も
で
十
字
に
縛
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

　

次
の
紙
類
（
禁
忌
品
）
は
紙
の
原
料

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
再
資
源
化
の
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
禁
忌
品
】
感
熱
紙
や
カ
ー
ボ
ン
・

ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙
、
写
真
、
に
お
い
や

油
の
つ
い
た
紙
、
ア
ル
ミ
箔
な
ど
を
貼

り
合
わ
せ
た
紙
、
粘
着
物
の
つ
い
た
封

筒
や
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クリーンセンターを建設中です

　市では、今市地域の千本木地内において、新しいクリー
ンセンターを建設しています。来年7月の完成に向けて工
事は順調に進んでおり、５月末の工事進捗率は約45％です。
　現在は、煙突工事がほぼ終了し、主に建物の鉄骨工事や
焼却設備機器の据付工事を行っているところです。
　これから工事も佳境を迎えますが、工事車両の通行や工
事の安全には、これまで以上に万全を期してまいります。


